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の
曲
の
方
議K
L
り
叫
 

・

的
に
結集
さ
る
」・
立
場
に
置
か
れ
て
本
市
り前
撒
は
‘
と
よ
り洋
・
た
る
直工
 
名
，～
串
告
書
は
農
で皆
さ
叫
の
御
，
 
て
‘
か
ど5
か
を
知
‘
貧
め
に
は
市
濡
 
れ
れ
畦
岩
，

留
量
じ
 

ノ
 
、
て
 

停
止
‘
れ
ま
す
．随
り
て
早血
を
証
書

居
つ
●
を
言
いm
‘
の
であ
・
ま
ナ
・
 一
は
たー
し
て
，
事
・
ら
菊
の
あ
る
と
と
上
 
え
に配
布
し
て
屠
な
い
か
‘知
ら
ぬ
〕
 曽
亜
K
所
騎
直
所
に行
フ
て
必
ず
名
浮
 
書
辞

叫
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ち本

的
に
結集
さ
る
」・
立
場
に
置
か
れ
て
本
市
り前
撒
は
‘
と
よ
り洋
・
た
る
直工
 
名
，～
串
告
書
は
農
で皆
さ
叫
の
御
，
 
て
‘
か
ど5
か
を
知
‘
貧
め
に
は
市
濡
 
れ

・
利
）
年岩
月

寺
市
量

つ
た
を
言
ハ
尊
‘
り
であ
・
ま
ナ
・
 一
は
たー
し
て
，
多
く
”
菊
の
あ
る
と
と
主
 
え
に配
布
し
て
屠
な
い
か
‘知
ら
ぬ
〕
 曽
亜
K
所
騎
直
所
に行
フ
て
必
ず
名
浮
 

2
 は
．皿
全
rし
て
穆
力
な
自治
体
の●
立叫
ず
に異

け
は

ー
 ー
ー
‘
」
 
の期
”
准
崇

m津
叫
凄

4
い
に
ド

ク
く
当
委
員会
へ
，
田
下
，
曳
げ

m喝
運
び
に
なほ
違
ジ
」
け
ド

ー
ー
ー

・
ー
」
ー
 
L
 零
用
r
い
・
 

以
外
に
鯛
い・
と断
冒
m

来
る
の
で
あ
・・
吾
A

は
近
代
社
凸
の
要
請r
即
態
し
‘科
一
 h
て
右
り
酒
挙
に投
聖
山
来
る
人
、
帰
 い
一
 

何
せ
開
設
早
（
に
し
て不
慣
れ
と
手
不
足
市
餌
祉
事
務
青
潤
窒
っ
健
全
た
腎成
十
図
 
『
い
 
戸ドF
い
E

・
こ

？
ー
J

・
・

刻
，

‘
"
,
 ,
?

'
,
,

'
 
1
 
1

馴
的
製
“

飢
母
的
か
加
し
「
和
市
づ
”
 
」・
ろ
う
』，
わ
れ
勲
t

か
ら
左
r
卿
シ

知
書
華

と
市
長
選
準
井に
授
齢
馴
か
引
U

津
，
に
は
雪
り
眠
覧

馴
』
い
引
警
馴
か

御
馴
力
を
”
山
い
“
4

．
埋
大
詳

可
聾
．犬
の
雌
札
，母
‘
 

そ
の
重
味
か
ら
い
た
しと
し
て
・前
述
り
・
に
国
遊
しり
け
れ
ば
午
ら
か
い
と
風
ユ
 当
す
る
人
は
●
忘
れ
た
く
市
の委
A

血
 
は
合
併？
の
轟
・
り
鍋
所
で
投
扇
ナ
る
（こ
正
、●
い
主
ナ
。
 

一る
次
露
で●
り
ま
す
．
 

手
視
，
に
喝
ナ
ろ事
務
は
“
前
通
『
各
 

報
 

ふ
 

、
原
 

所
 

五
 

」
熱
 

八
界
 

一
番
 

つ 

。
 

町

・
議
工
会n
の
×
動
h
き
 

錯
壇
欝
離
》
馴
 乗
賃
闘植
供
相
違
、
 

発

刊

に
際
し

て
 

r
 

長
 
山
 
内
 
久
 
三
 郎
 

尋
界
二
十
七年
．
月
十“
し
一
葦所
川
尊
町
報
」
 「
 

町
豆
恨
v
，
命
《
・
●
ゃ
．
斎
聞
l
”
ら
そ
り
．的
 
一

を
異
‘
し
，且
車
無
主化
“
資
任
●
負
（町
民
に
‘
 一
 

z

・
」
知
畿
七
豊
瞬し
．町
の聖
況
・
毒鮮
・
せ
，せ
 

」
 
叫
皿
町
ゼ
打
ち
吐
て
操
どす
E
‘
の
で
め
・J
《f
．
 一

一
 
n
を
手
に
し
て
 
折聞
、屍
誌
りユ
！
」m
味
津

一
 

一
蕪」
濫搬
濯
鵬
繊
響
 

督
犀
、
二
“議
一
に
ご
シ
て
解
決
か
出
“
“
・‘
ふ
 一

電
W

・・
“の
で
●
つ
て
、町
民
『生
増
向
ヒ町
勢
。
 一

血
製
ー
寄餌
t

‘
所
電
r
大
き」

 
‘・
がh
ロ
こ伯
 

」ま
て
山
で
、町
民
‘位
み
員
‘誹
ど
し
て
十9
御
 

血
警
声
 

織
籍
）
熱
」ぶ

薦
遺
「
に
」
「二
渡誌
書
難
m
覇
難
声
 

替
？
「
」
今
，
，み
仰
辛「
潟
汽
漂
麟
編
 

蘇
認
艦
維製
一h
琴
認
』
警
毎
讐
 

●

r
 

精
 
生
 

係
 

傘

事々
●
り
「
‘
 

”
 

ト
ー《

ー
・
L

‘・
い

、・
l
D
D
l
旧
 
主食
の
配
給
 

＆
め
v
踏
「
「
」丁
 

劃
繊

鱗
盟
潟
協猛
nに
歌
・
“
‘に
か
い
い、
寒

獣
疑
 

冊夫
  ー
 

1

1二
1
,．
 

“て
 

卿
 
励
 
署

て
 

半
塵
芥

運
搬

w
つ
い
て
 

m【
磐
讐
語
話
携
 
火
災
済
声
報
な
鳶
 

郵
細
一
驚
欝
無
ぎ
 《‘

軸
胃
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「西
北
五
の
中
心
と
して
教
育
に産
 
＆

7
変

レ

r
り
●
育

柔
小

D
 
遭
 

業
に
経
済
に
赫
々
た
る
成
果
を
あ
げ
る
 

ノ
‘
J
ノ
 
ー
 

，
 
『ノ
 
H
 

べ
き
新
しい
都
市
づく
り
に適
進
しな
 

プ
」
窃
カ
を
お
頭
い

し

ま
す
 

．
‘
ー
 

i

に
‘
豊
尋
 
入r
.
g

，
耳
 

醸
躍
紗
霧
嚇麟
片
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
理
念
の
も
と
 

に
昭
和
二
十
九
年
十
月
一
一
十
日
に発
刊

さ
れ
た
広
報
が
今
回
で
千
回
を
数
え
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

同
年
は
、
台
風
十
五
号
で
の
青
函
連

絡
船
洞
爺
丸
沈
没
事
件
が
あ
っ
た
年
で

あ
り
、
戦
後
の
復
興
と
民
主
化
が
進
め

ら
れ
「
も
は
ゃ
戦
後
で
は
な
い
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
十
八

年
間
、
広
報
は
様
々
な
情
報
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
。
地
域
の
話
題
、
行
政
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
万
国
博
覧
会
、
あ
す

な
ろ
国
体
な
ど
の
行
事
な
ど
を
掲
載
し

て
き
ま
し
た
。
 

今
日
、
二
十
一
世
紀
の
時
代
に
住
む

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
先
人
た
ち
の
不
擁

不
屈
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新

た
な
る
挑
戦
を
目
指
し
次
な
る
世
代
に

大
い
な
る
財
産
を
残
す
べ
く
遭
進
し
て

参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
 

「
広
報
ご
し
ょ
が
わ
ら
」
 
は
、よ
り
よ

い
紙
面
づ
く
り
を
念
頭
に
市
民
の
皆
様

と
一
緒
に
歩
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
長
 
成
 
田
 
守
 

未
納
の

税
金
は
 

早
く

納
め
ま
し

」
に
」
 

二
麗
（
 

市
広
報
の
前
身
は
、
昭
和
二
十
七

年
発
行
の
五
所
川
原
町
報
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
の
山
内
久
三
郎

町
長
は
 
「
町報
に
よ
っ
て
、
町
の
動

き
を
手
中
に
納
め
得
ら
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
質
疑
も
紙
面
に
よ
っ

て
解
決
す
る
べ
き
だ
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「広
報
は
、
皆
さ
ん

の
た
め
の
広
報
で
あ
っ
て
機
関
紙
と

し
て
十
分
に
活
用
さ
れ
る
の
を
望
ん

で
い
ま
す
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。
 

創
刊
号
の
広
報
は
、
B
4
判
の
両

面
刷
り
で
、

、合
併
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
た
市
教
育
委
員
会
や
福
祉
事

務
所
の
発
足
な
ど
の
お
知
ら
せ
。
こ

の
後
、
行
わ
れ
る
市
長
選
挙
や
知
事

選
挙
に

つ
い
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い

ま
す
。
裏
面
は
、
新
し
く
な
っ
た
市

議
会
議
員
名
と
各
課
の
仕
事
の
内
容

や
電
話
番
号
が
書
か
れ
て
お
り
、
字

名
の
変
更
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
 

「市
税
は
納
期
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ

う
」
 
の
字
体
は毛
筆
体
で
書
い
た
も

の
を
印
刷
さ
れ
斬
新
さ
を
覚
え
ま
す
。
 

糾
難
難
讐
「麟
難
 

灘
薫

響
議

央
 

ム「難
懇
畷
ー
ム“
馴繁
舶稽
戸
嚇
鐸
講
皿嚇
羨
熟
」
半
 

（
費
決
三
・
柵
入血
の
件」
戸

A寄
附
球
納
苗
す」
件
圏
「
”
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号
 

第
 

五

所

蝿
原
市
 

か
久
三
郎
、」
（m搬
“鳶
獣
雄
，
群
蒜
一
讐
劃

話
爵
軒よ
か
」
「
ト嘉
騒
繋
疑
釦

灘
灘

臓
灘
協
 

!
,
'
?
1

1

「
 

（
 
高
講
永

太
喝
，
 
金
山
 
一
 

仕
事
が
い
わ
ゆる
社
●
《
吐
半女
で
あ
り
 

鯛
総
雑
叫

汁
濃
濃
程
津
糾
騒

虚
喋
詳
・
、
‘
勲
二
 
☆
 

五
所
川
原市
誕生
と同
時に
N
H
K
弘
前
”
輸
醐
務
舞
義
 

知
踊
鍵
影

的
たと
 
紗
程
漕
％
電
．
村
‘
旧
曇
証
報
総
醜
贈
搾

課
想
「
一
 
り
 
分
 
放
送局
で
は
五所
川
原
市
政
だよ
り
を放
 
接
ぷ
響
鷲
費

m驚
ト
，
れ
 

合
以
来
実
に
回を
重
ね
る
 

」
 

I
 
，立
 
奮
退
オ
．
E
 須
，
一
印α
0と
E
、q・
て
，
 
雌
 
当
翌
鯛
当
し

た
い
と
い
わ
れ
 
末
 

N
 
旬
 
H
K第
一
放
送
に
グ
イ
ヤ
声
脅
お
合
せ
下
 
て
護
滑
窪
隣

甘
級
け

猛
 

一
響
密
叙
記
裂
勲
馴

富

ぱ
た
り
ま
せ
ん
。
 

注
月
写

m
以
m
層
辛
に
用”
王
 基
郵
華
人名
勲
登
姓
洩
れ
に
な
●
 

島
止
●

芳
斤

ル
え
●
こ
つ
、
 
二
 

十
ル才
n上
に
」
胃
年湾

毒
”
 

一
 

灘
議麟
麟
麟
麟
鞍
麟
麟
難
鷺
鷲
難
鷲
難
 

昭
 共

曲
し
加立
署
山
盟
か
れ
る
七
ケ
町
柳の
の
で
引
・
〒
・
 

一
並
K
所
●
支
所
K
一
川
K
た
つ
て柳
級
 
と
と
にた
つ
で
加
・
里
す
．
 

4

佳
こ
れ
か
効果
的
た
濡
営を
●
・
，土
 
一
 

支
所
で
も行
い
主
て
 

憐
●
し
え
立
暑
に
盟
かh
る
ヒ
ケ
町
片の
の
で
あ
・
●
ず
．
 

一
詐
K
所
●
支
所K
一
川
K
た
つ
て岬
祖
 
と
と
にた
つ
で
加
・
里
す
．
 

今
佳
こ
れ
か
効果
的
た
濡
営を
●
・
，そ
 

」
 
支所
で
も行
い
主
，
‘
 

（
注）
市
長
選
挙
執
行
前
で
す
の
で
、
 一
町
六
村
長
の
協
議
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
 

山
内
市
長
職
務
執
行
者
が
創
刊
号
の
発
行
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ごぞんじですか、広報第1号です（昭和29年10月20日創刊） 
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新
勘
唾
与

つ
て
 
躍
議
一
一
」
」製
嚇

姦

「
（
」
煽
師
）
）如
」
灘踊
荒
麟
」
「
『難

察
蕊
畿
鶏
瑠
一

H
 

鵬
曝
熱舞
灘
穿
罫
舞
驚
鎌贈
麟
麟

い
」
難
鷺
繊
 

E
 

”
 
リ
 ●
 
h
 

旧
石
所
川
原
町
の，
合
吐
昨
年
。
九月
十
 
五
所
川
原
小
学
核
で知
事
俄
粧
者
の
立
 

一
じl
J

一・
《
 ●》
一
 一
 

一
発
行
鳶

鈴

）転

”
熟

「
』
一
躍
競
乳
龍
踏
甥煮
難
誓

範
窪
一

魂
鯵
縄
ご
 

一撃
纏
糾
一翼
難
舞
電
議
鷲
驚難
麟
）
一
 

市
長
職
務
執
行
者
山
 

眺
●
・
い
「
‘
押
相
井栄
の
闘
細
に
置
と
こ
り点
K

つ
き
ま
して
は
，
互
に
協
力
「
か
ら譲
方
の
人は
特
r
御
比
重
下
さ
い
。一
 
洩
れ
り
人
 

「

L
 

〒
 
ー
 

一R
 

〒
・
 

さ
い
。
 

れ
，是
が
合
併
桂
合
は
先
散
の町
料
合
併
致
，所
期
。
目
的
達
成
K
適
進
し
た
サ
血
へ2
〕
基本
造
挙
、名
“
（
昭
和二
十
九年
】
（
4
〕
昭
和ニ
＋
ハ
年九
月
十玉
日
現
在
の
 
ユ
 
自

タ
 
“"
 
R

均
 
井
？
 

2

、
過
察
年
血
十受
給
し
てい
るF
が
覇
 

長
柵
片
・
極
鳥
村
・
極
詰
村
の
 
町
九ケ
的
見
地
か
ら
只
管
特
来
の発
民
を
析
念
上
 
く
 
曜
 
‘

I

ー
 
‘
ー

‘
 

J

1
 
'

,
1

、J
 

I

．
電
隣
暫悼
法
汲
び
思
輪法
r
よ
る
師
 

鰯
簿
難
灘
蕪
議
灘
灘
搬
搬
「

）不在
者
授
異
七せ
ね
舞お
舞
願

し
ます
 

晦
「

「務

謡
」
と
を取
上
げ
て
放
送I求
騒
雄
”
穿
か
替
 

長
柵
片
，
極
鳥
村
．
極
詰
村
の
一
町大
r

的
見
地
か
ら
只
管
特
来
の発
民
を
析
念
し
 

く
 
直
叫
 
一

I
 
.

，
冒
‘
翌
，
“肥
叢
り
r
J
I
郡
 

一難
難
蕪
鰻
緯麟
難
麟
『譲
灘
鵬曇
難
難
一
☆
さ

い
。
 

無
雄
舞
一護A

 

鷺
」
（疑
驚
舞

m
翁
知
範
博
静
語
議
血
『髭
乳
堰謂
鞍
購
雄一
昭
和
九
「

十月
十八
日以
前K生
』
 
肘
卿
毎
週
木贈
日
、昼
食
前の
ひと
を
きをN
一
撃
熊

雄
」
鰐
荘
 

村
し
合
件
し
、こ
、
引五
所
川
厚
巾
の
設
誠
な
亙
霞
の精
紳
を
以
て
根
請
り
・
夫
る
一7

）不
在
者
授
異
七
せ
ね
ば
な
らぬ
事
●
 
慶
トさ
い
。
 

，
 
劇
 
し

て
お
り

ま
す
。
 

求
，
鹿
m
殆
「
済
ん
だ
こ
と
、鳳
い
主
 

難
縄
灘
」
灘
難
『）
）熊
）難
《臓
』
鰍
＼繁
範
「難
「
盤舞
羅
”

耗
登
 
☆
 
さ

し
。
 

ふ
撫
藩
寒
選
」
『
 

事
五
＋
数回
，
こ
の
間誠
一
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事
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挙
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つ
い
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政
に
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い
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皆
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い
た
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声
H
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黛
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離
叢
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‘馴
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m
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馴
‘

て
文化
水
準
り高
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浮
．

一
い●
 
一

r
r
吐
ょ
い
ば
か
・
に
Lて
お
皿
い・
こ
いに
五
所
喝m町
的茎

L主
の協
力
馴，
あ
ると
共
に
礎
東
に
奮各
，
畑
彫
昂
郵

刻

・
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各
位
川
 

ふ
・
孤
っ
て舌
．
吐
”
の●
血
・
並
は
産
賞
惨
し
α
け
h

ば
な
・
ま
すま
い
。
 
ー
 
モ
の団収
唯
環
定叫
言
日
監
を
要
し
 
を
見
て
ト
さ
 
。
 

町
村
合
番促
遣
眠
h
史
輝
に
件い
．
こ
、
可n
的
を
垂
威
す
る
先
め
誉
職
員
の
光
 
人
。
抄
本
丑
ぴ
証雪
を
御
蝿
山
トさ
い

薬
●
済
の
助向
‘
割

す
昂
に
・瞬
治
「畢
r
し
て
太
董
所
川厚
市
」
童
‘
品
帯A
 

ま
し
m

ゆ
1
康
だ
異
山
に
叫
「
1

。
で
ハ
、
）五
所
川
鳳
で
は
柳
兜名
郵
K
登
敏
ュ
旨

五
所
川鳳
町
‘
受
甘
，中
川
村
．
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冨
‘
＋
分
た
る
調
破
乏
を
な
し
昇
に
轟

3

・
種
瓜
‘
めめ
い
る
く
ケ

停
●
《
り

＋
二
年
り
大
合
叫
『叫
り
欧
晃と
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鳳
血
し
て
豊
雄
り
蛾
で●
・
，且
つ
あ
ら
ゆ
主
 
方
は
御
逢
．
雌
で
、
至
舜当
卿
員
金
又
 
h

に
‘
人
が
興
明
武
篇
当
婆
員金
で
申
好
村
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鵬
村
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昌
村
．霞
航
村
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又
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足
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に
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い
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．
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所
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屈
け
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つ
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書
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展
宣
十
作
畿
し
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そ
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人
り
捺
町
六
ケ
村
か
ら
たる
新
宙
制
が鳳
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と
た
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の
鳳
特
に
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美
員
各
位
力特
段
り
郷
 掛
加
板
加
び
そ
の
曲
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方
議K
L
り
叫
 

・

的
に
結集
さ
る
」・
立
場
に
置
か
れ
て
本
市
り前
撒
は
‘
と
よ
り洋
・
た
る
直工
 
名
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串
告
書
は
農
で皆
さ
叫
の
御
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‘
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知
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貧
め
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濡
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．随
り
て
早血
を
証
書

居
つ
●
を
言
いm
‘
の
であ
・
ま
ナ
・
 一
は
たー
し
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菊
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叫
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叫
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濡
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冒
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右
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・
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育
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業
に
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済
に
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た
る
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を
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げ
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べ
き
新
しい
都
市
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霧
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片
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
理
念
の
も
と
 

に
昭
和
二
十
九
年
十
月
一
一
十
日
に発
刊

さ
れ
た
広
報
が
今
回
で
千
回
を
数
え
ま

し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
市
民
の
皆
様

の
ご
協
力
の
賜
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

同
年
は
、
台
風
十
五
号
で
の
青
函
連

絡
船
洞
爺
丸
沈
没
事
件
が
あ
っ
た
年
で

あ
り
、
戦
後
の
復
興
と
民
主
化
が
進
め

ら
れ
「
も
は
ゃ
戦
後
で
は
な
い
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
十
八

年
間
、
広
報
は
様
々
な
情
報
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
。
地
域
の
話
題
、
行
政
か

ら
の
お
知
ら
せ
や
万
国
博
覧
会
、
あ
す

な
ろ
国
体
な
ど
の
行
事
な
ど
を
掲
載
し

て
き
ま
し
た
。
 

今
日
、
二
十
一
世
紀
の
時
代
に
住
む

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
先
人
た
ち
の
不
擁

不
屈
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新

た
な
る
挑
戦
を
目
指
し
次
な
る
世
代
に

大
い
な
る
財
産
を
残
す
べ
く
遭
進
し
て

参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
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後
と
も
 

「
広
報
ご
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ょ
が
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は
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り
よ

い
紙
面
づ
く
り
を
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に
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皆
様

と
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参
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思
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協
力
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し
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報
の
前
身
は
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昭
和
二
十
七

年
発
行
の
五
所
川
原
町
報
ま
で
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
の
山
内
久
三
郎

町
長
は
 
「
町報
に
よ
っ
て
、
町
の
動

き
を
手
中
に
納
め
得
ら
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
質
疑
も
紙
面
に
よ
っ

て
解
決
す
る
べ
き
だ
」
と
話
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
「広
報
は
、
皆
さ
ん

の
た
め
の
広
報
で
あ
っ
て
機
関
紙
と

し
て
十
分
に
活
用
さ
れ
る
の
を
望
ん

で
い
ま
す
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。
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れ
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新
し
く
な
っ
た
市

議
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議
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名
と
各
課
の
仕
事
の
内
容

や
電
話
番
号
が
書
か
れ
て
お
り
、
字

名
の
変
更
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
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史
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。
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懐
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。
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O田治時代の薪町のキプ’ 

昭禾U38年からB5判の 4 ページになっており毎月 5 日、15日、25日の 3 回発行になります。昭和39年の 7 月25日号には、 

市制施行十周年記念事業として第 1回目の虫おくり行事が津軽華子さんをお招きして行なわれ、本文には、「虫おくりの

参加チームが乾橋にご到着されたころ、 いっせいに踊りだすことになっております」 と書かれています。 この号では、今

では写真でしか見ることができない在りし日の五所川原の姿が、「伸びゆく五所川原 写真でみるむかしといま」 の中に

残されています。豪邸布嘉邸、明治の立侵武多の姿などが克明に描かれています。 
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昭和59年には、漆川工業団地
の立地第一号の日立入間電子囲
が、県・市・市開発公社による

基本協定を締結し、調印しまし
た。 今日でも、 日立北海セミコ
ンダクタ（掬と名称は変わりまし
たが、本市の誘致企業の第一線
として活躍しています。 
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五所川原市役所 容35-2111 平成14年 6 月 1日 

ー卑,月m鱗三．，恒．照和43年 6 月15日（第192号） 	 昭禾ロ41年 9 月25日（第168号） 

時代は40年代になり、市では様々な施設の建築が始まり、昭和41年に松島団地が完工し、昭和43年に西北中

央病院の落成式が行われたと伝えています。 

松島団地は、県住宅供給公社が39年から造成工事を進め、当時では珍しい水洗便所が使用でき、道路は全面 

．ー アスファルト舗装、街路には水銀灯がっいている住宅街でした。 

’ 

	

	また、 4 年の歳月と 5 億 3 千万円の費用が投じられた西北中央病院は、西北五の中心病院としての設備をも 

っ、明るく清潔な基幹的医療センターとして誇れるものです、と述べられています。 
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4
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．
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し
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五所川原市役所 容35-2111 平成14年 6 月 1日 

ー卑,月m鱗三．，恒．照和43年 6 月15日（第192号） 	 昭禾ロ41年 9 月25日（第168号） 

時代は40年代になり、市では様々な施設の建築が始まり、昭和41年に松島団地が完工し、昭和43年に西北中

央病院の落成式が行われたと伝えています。 

松島団地は、県住宅供給公社が39年から造成工事を進め、当時では珍しい水洗便所が使用でき、道路は全面 

．ー アスファルト舗装、街路には水銀灯がっいている住宅街でした。 

’ 

	

	また、 4 年の歳月と 5 億 3 千万円の費用が投じられた西北中央病院は、西北五の中心病院としての設備をも 

っ、明るく清潔な基幹的医療センターとして誇れるものです、と述べられています。 

「
広
報
の
印
象
か
。

そ
う
だ
ね
昭
和
五

十
二
年
の
あ
す
な
ろ
国
体
だ
ね
。
取
材

と
い
う
取
材
は
や
っ
て
な
い
け
ど
、
と

に
か
く
大
変
で
し
た
。
 柔
道
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
と
駈
け
ず
り
ま
わ
っ
て
ね
。
 

ま
た
、
当
時
、
市
長
日
記
と
い
う
の

が
あ
っ
て
、
締
切
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
粘
っ

た
後
の
差
し
替
え
が
多
く
、
印
刷
所
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
た
」
 

《
 

広
報
に
ひ
と
こ
と
 

木
村
洋
三
さ

ん
（7
1歳
）
吹
畑
 

「千
回
記
念
お
め
で
と
う
。
広
報
は

い
つ
も
見
て
い
ま
す
。
充
実
し
て
る
ね
。
 

よ
く
調
べ
て
書
い
て
い
て
感
心
し
て
い

ま
す
。
私
は
今
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
を
や
っ

て
い
る
け
ど
、
も
っ
と
ス
ポ
ー
ッ
欄
が

欲
し
い
。
 ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
ニ
 
ュー
ス
を
多
く
載
せ
て
欲

し
い
。
一
昨
年
大
阪
の
全
国
大
会
に
行
っ

た
の
は
、
広
報
に
載
っ
た
け
ど
ね
」
 

今
 
寿

司
さ

ん
（4
2歳
）高
野
 

「今
の
広
報
は
農
業
の
記
事
が
少
な

い
。
中
心
商
店
街
の
方
に
だ
け
目
を
向

け
て
る
。
農
業
関
係
の
広
報
の
コ
ー
ナ
ー
 

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
商

業
を
や
っ
て
る
人
は
裾
野
が
広
い
し
、
 

互
い
の
交
流
が
欲
し
い
よ
。
前
は
青
年

団
と
青
年
会
議
所
の
交
流
が
あ
っ
た
も

ん
だ
。
 も
っ
と
い
ろ
ん
な
お
知
ら
せ
を

充
実
し
て
ほ
し
い
」
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元
年
八
月
に
は
五
所
川
原
大
橋
の
渡
り
初
め
が
三
家

族
・
三
世
代
夫
婦
に
よ
り
行
わ
れ
、
橋
の
開
通
に
よ
り

産
業
・
経
済

・文
化
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
、
念

願
で
あ
っ
た
市
内
国
道
の

一
方
通
行
解
除
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
 

平
成
二
年
に
は
、
市
制
施
行
三
十
五
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し

て
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
制
定
さ
れ
民
間
で
の
利
用
も
勧
め
て
い

ま
す
。
作
者
は
、
本
市
の
名
誉
市
民
の
伊
藤
正
規
画
伯
で
虫
頭
を
中

心
に
五
所
川
原
を
意
味
す
る
五
角
形
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
「
年
に
は
当
時
自
由
民
主
党
の
幹
事
長
だ
っ

た
安
部
晋
太
郎
氏
が
当
市
に
お
見
え
に
な
っ
た
際
、
津

軽
自
動
車
道
路
の
早
期
着
工
を
陳
情
し
て
い
ま
す
。
 

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
災
害
、
平
成
三
年
九
月
一
一

十
八
日
朝
の
台
風
十
九
号
の
被
害
記
事
が
十
月
十
五

日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
 市
で
は
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
迅
速
に
対
応
し
被
害
地
域
を
巡
回
し
生

産
者
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。
 

第1回ゴニンカントランプ世界選手

権大会の様子が平成七年二月一日号に

掲載されています。 一月十六日に約六

百五十人が参加し弘大の留学生も参加

し盛況であったことを伝えています。 

年
 

一
  成

 
平
 

h
Z
 

白叫一たゲ ムが最開された第1回

ゴニンカントランプ世界選手権大会 

平成 3年10月15日（第745号） 

台風19号 
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(6
8）
田
町
 

平
成
3
年
4
月
か
ら
 

7
年
3
月
ま
で

広
報
担
当
 

黒
峰

成

さ
ん
 

(3
2）唐
笠
柳
 

ン
 

石 

唾
 

佐

々
木

る
魚

さ
ん
 

「広
報
担
当
と
聞
い
た
と
き
活
字
を
多
く
使

わ
な
い
で
誰
で
も
親
し
め
る
広
報
に
し
た
い
な

あ
」
と
思
っ
た
と
、
女
性
で
は
初
め
て
で
県
内

で
も
パ
イ
オ
ニ
ァ
的
な
存
在
の
佐
々
木
さ
ん
は

語
り
は
じ
め
ま
し
た
。
 

「前
か
ら
文
章
を
作
る
の
は
好
き
で
し
た
の

で
、
そ
ん
な
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
か
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
特
に
私
は
、
広
報
の
ど
こ
か
の
ペ

ー
 

ジ
に
人
の
笑
顔
を
載
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
 

思
い
出
は
、
よ
き
仲
間
と
一
緒
に
仕
事
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
こ
と
」
と
微
笑
み
話
し
て
く
れ

た
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。
 

佐
々
木
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
頃
か
ら
県

児
童
文
学
研
究
会
、
青
森
文
芸
協
会
会
員
と
し

て
活
躍
し
現
在
で
も
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
 

克
雪
ド

ー
ム
の
 

名
付
け

親
も
 

広
報

愛
読

者
で
す
 

「広
報
は
毎
回
必
ず
見
て
い
ま
す
が
、
 

い
ざ
自
分
の
名
前
が
載
っ
た
広
報
を
見

て
、
近
所
の
人
た
ち
か
ら
も
声
を
か
け

ら
れ
、
嬉
し
い
よ
う
な
恥
ず
か
し
い
よ

う
な
」
と
語
る
石
黒
さ
ん
は
、
愛
称
の

募
集
を
広
報
か
ら
知
り
ま
し
た
。
 

「広
報
に
は
、
役
立
つ
情
報
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

市
の
伝
言
板
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
1ロ同

齢
者
ま
で
幅
広
く
対
象
と
し
、
情
報
発

信
し
続
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
 

広報には様々な「かたち」があ

ります。 

その第ーは歴史の記録というこ

とです。広報を改めて見ればその

時代の背景や衣装などが描かれて

おり後世の人にとっては大変貴重

なものです。 

第二は、思い出の記憶です。あ

の年には何々をやったとか、こう

いうことがあったとか人の記憶は

あいまいでなかなか思い出せませ

ん。そんなとき昔の広報を見ると

懐かしさが蘇ります。 

第三は、市の事業の移り変わり

がほかのものより詳しく書かれて

いるということです。 

これからもこの三点を考えなが

ら新聞では伝えきれない地域の細

やかな出来事や日々の暮らしに役

立つ情報を伝え広報発刊時の精神 

「市民生活の向上と市勢の進展」 

を目標に広報を作ってゆきますの

で市民の皆様のご協力、ご支援を

よろしくお願いいたします。 

5 	平成14年 6 月1日 五所川原市役所 谷35-2 111 
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 一
 白航したゲームが履開された臨1回

ゴニンカントランプ世界週手●大会 

第1回ゴニンカントランプ世界選手

権大会の様子が平成七年二月一日号に

掲載されています。 一月十六日に約六

百五十人が参加し弘大の留学生も参加

し盛況であったことを伝えています。 

元
年
八
月
に
は
五
所
川
原
大
橋
の
渡
り
初
め
が
三
家

族
・
三
世
代
夫
婦
に
よ
り
行
わ
れ
、
橋
の
開
通
に
よ
り

産
業
・
経
済・文
化
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
と
、
念

願
で
あ
っ
た
市
内
国
道
の

一
方
通
行
解
除
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
 

平
成
二
年
に
は
、
市
制
施
行
三
十
五
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し

て
市
の
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
が
制
定
さ
れ
民
間
で
の
利
用
も
勧
め
て
い

ま
す
。
作
者
は
、
本
市
の
名
誉
市
民
の
伊
藤
正
規
画
伯
で
虫
頭
を
中

心
に
五
所
川
原
を
意
味
す
る
五
角
形
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

昭
和
六
十
「
年
に
は
当
時
自
由
民
主
党
の
幹
事
長
だ
っ

た
安
部
晋
太
郎
氏
が
当
市
に
お
見
え
に
な
っ
た
際
、
津

軽
自
動
車
道
路
の
早
期
着
工
を
陳
情
し
て
い
ま
す
。
 

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
大
災
害
、
平
成
三
年
九
月
一
一

十
八
日
朝
の
台
風
十
九
号
の
被
害
記
事
が
十
月
十
五

日
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
迅
速
に
対
応
し
被
害
地
域
を
巡
回
し
生

産
者
を
励
ま
し
て
い
ま
す
。
 

黒
峰

成

さ
ん
 

(3
2）
唐
笠
柳
 

,
 

、
 

石 

佐

々
木

る
原
さ
ん
 

(
6
8）
田
町
 

平
成
3
年
4
月
か
ら
 

7
年
3
月
ま
で
 

』
 
広
報

担
当
 

「広
報
担
当
と
聞
い
た
と
き
活
字
を
多
く
使

わ
な
い
で
誰
で
も
親
し
め
る
広
報
に
し
た
い
な

あ
」
と
思
っ
た
と
、
女
性
で
は
初
め
て
で
県
内

で
も
パ
イ
オ
ニ
ァ
的
な
存
在
の
佐
々
木
さ
ん
は

語
り
は
じ
め
ま
し
た
。
 

「前
か
ら
文
章
を
作
る
の
は
好
き
で
し
た
の

で
、
そ
ん
な
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
か
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
特
に
私
は
、
広
報
の
ど
こ
か
の
ペ

ー
 

ジ
に
人
の
笑
顔
を
載
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。
 

思
い
出
は
、
よ
き
仲
間
と

一
緒
に
仕
事
が
で
き

て
楽
し
か
っ
た
こ
と
」
と
微
笑
み
話
し
て
く
れ

た
笑
顔
が
素
敵
で
し
た
。
 

佐
々
木
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
六
年
頃
か
ら
県

児
童
文
学
研
究
会
、
青
森
文
芸
協
会
会
員
と
し

て
活
躍
し
現
在
で
も
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。
 

克
雪
ド
ー
ム
の
 

名
付
け

親
も
 

広
報
愛
読
者
で
す
 

「広
報
は
毎
回
必
ず
見
て
い
ま
す
が
、
 

い
ざ
自
分
の
名
前
が
載
っ
た
広
報
を
見

て
、
近
所
の
人
た
ち
か
ら
も
声
を
か
け

ら
れ
、
嬉
し
い
よ
う
な
恥
ず
か
し
い
よ

う
な
」
と
語
る
石
黒
さ
ん
は
、
愛
称
の

募
集
を
広
報
か
ら
知
り
ま
し
た
。
 

「広
報
に
は
、
役
立
つ
情
報
が
た
く

さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
 こ
れ
か
ら
も

市
の
伝
言
板
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
く
対
象
と
し
、
情
報
発

信
し
続
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

広報には様々な「かたち」があ

ります。 

その第一は歴史の記録というこ

とです。広報を改めて見ればその

時代の背景や衣装などが描かれて

おり後世の人にとっては大変貴重

なものです。 

第二は、思い出の記憶です。あ

の年には何々をやったとか、こう

いうことがあったとか人の記憶は

あいまいでなかなか思い出せませ

ん。そんなとき昔の広報を見ると

懐かしさが蘇ります。 

第三は、市の事業の移り変わり

がほかのものより詳しく書かれて

いるということです。 

これからもこの三点を考えなが

ら新聞では伝えきれない地域の細

やかな出来事や日々の暮らしに役

立つ情報を伝え広報発刊時の精神 

「市民生活の向上と市勢の進展」 

を目標に広報を作ってゆきますの

で市民の皆様のご協力、ご支援を

よろしくお願いいたします。 

5 平成14年 6 月 1日 五所川原市役所 容35-2111 



平成13年度一般会計歳入歳出予算執行状況 （平成14年3月31日現在） 

● 予算額

収入済額 
3,119,288 

歳
 
出
 

費
 
費
 
費
 

費
 
費
 

費
 
費
 

生
 
木
 

務
 
債
 
育
 

生
 
防
 

民
 
土
 
総
 

公
 
教
 
衛
 

消
 
農林水産業費

商工費他 

地方交付税~、 

市 税 

	7,224,041 
7,224,041 

4,319,529 
4,299,243 

3,415,700 

.642,180 
560 ,413 

1559,033 「収入済額 16,850 ,503千円 
532,299 

1 ,727,932 
× 収入率 76.9% 

1,653,836 

436,500 」I二 市 債

威 国庫支出金 

入 
県支出金

諸 収 入

分担金・負担金

地方譲与税他 

1,645,322 
~899,062 
498,849 

2,626,091 

-2,412,538 
2,237,763 

2,371,976 
1,727,173 

1,891,875 
1,605,234 

4,999,583 
4,217,387 

4,031,783 
2,316,332 【 

3,099,999 

~予算額 

支出済額 

誓 970.295 
882,260 

.946,674 
749,758 

1,182,042 
975.639 

／支出済額 17,337,637千円、 

×一支出率 79.1% 	/ 

市債の状況 
( ）は構成比率 

教育債  
4,532,131千円 

(16.9%) 

土木債 
14,746,799千円 

(55.0%) 

総務債 
3,323,095千円 

(12.4%) 

借入総額 

26,803,323千円 

335,856TH 
 / 	 - .(1.  3

%) 	/  /I1I5 
	 /480,806TH 

 / A 0 07 m 

(1.6%) 

農林水産業債 
1,090,508千円（4.1%) 

( ）は収入済額と収入率 

/／ 市民税 	固定資I 
/1,730,808千円 

／讐）（ョ 
市税総 

4,319,529千円 
(4,299,243千円 99.5%) 

諮嘉離＼ 
千円  、 

軽自動車税他 
79,682千円 

(79.852千円 100.2%) 

都市計画税 109,164千円 
(108,466千円 99.4%) 

たばこ税 408,409千円 
(408,405千円 100.0%) 

歳入歳出予算額 2t906,765千円 （平成12年度繰越分 638,526千円含） 

市税の負担状況 
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平成13年度一般会計歳入歳出予算執行状況 （平成14年3月31日現在） 

● 予算額
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	7,224,041 
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4,319,529 
4,299,243 

3,415,700 

.642,180 
560 ,413 

1559,033 「収入済額 16,850 ,503千円 
532,299 

1 ,727,932 
× 収入率 76.9% 

1,653,836 

436,500 」I二 市 債

威 国庫支出金 

入 
県支出金

諸 収 入

分担金・負担金

地方譲与税他 

1,645,322 
~899,062 
498,849 

2,626,091 

-2,412,538 
2,237,763 

2,371,976 
1,727,173 

1,891,875 
1,605,234 

4,999,583 
4,217,387 

4,031,783 
2,316,332 【 

3,099,999 

~予算額 

支出済額 

誓 970.295 
882,260 

.946,674 
749,758 

1,182,042 
975.639 

／支出済額 17,337,637千円、 

×一支出率 79.1% 	/ 

市債の状況 
( ）は構成比率 

教育債  
4,532,131千円 

(16.9%) 

土木債 
14,746,799千円 

(55.0%) 

総務債 
3,323,095千円 

(12.4%) 

借入総額 

26,803,323千円 

335,856TH 
 / 	 - .(1.  3

%) 	/  /I1I5 
	 /480,806TH 

 / A 0 07 m 

(1.6%) 

農林水産業債 
1,090,508千円（4.1%) 

( ）は収入済額と収入率 

/／ 市民税 	固定資I 
/1,730,808千円 

／讐）（ョ 
市税総 

4,319,529千円 
(4,299,243千円 99.5%) 

諮嘉離＼ 
千円  、 

軽自動車税他 
79,682千円 

(79.852千円 100.2%) 

都市計画税 109,164千円 
(108,466千円 99.4%) 

たばこ税 408,409千円 
(408,405千円 100.0%) 

歳入歳出予算額 2t906,765千円 （平成12年度繰越分 638,526千円含） 

市税の負担状況 
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土 	 地 4.338,892.71 rr 

う ち山林 191,246.00 rTi' 

建 	 物 240,358.34 rT 

有 	価 	証 	券 316,652干円 

出 資 に よ る 権 利 366,394千円 

自 	動 	車 162台 

債 	 権 465,582千円 

五所川原市

土地開発基金 

現金・預金 366,839千円 

土 	地 3,685.29 FT 

五所川原市財政調整基金 917,062千円 

五所川原市特別導入事業基金 870千円 

特定農山村地域市町村活動支援事業基金 ⑨855千円 

国民健康保険財政調整基金 293,967千円 

五所川原市減債基金 9,712千円 

五所」~原市ふるさと創生基金 142,566千円 

五所川原市地域福祉基金 344.393千円 

五所川原市美術館建設基金 89,700千円 

動 	 物 	（牛） 30頭 

956,992千円 

会 計 区 分 予算現在額 収入済額 収入率 支出済額 支出率 

国民健康保険事業勘定特別会計 5,285,450 3,859,505 73.0 4,359,315 82.5 

老 人 保 健 特 別 会 計 3,921,808 3,486,852 88.9 3,670,471 93.6 

介 護 保 険 特 別 会 計 2,565,772 1,870,262 72.9 2,328,319 90.7 

高等看護学院特別会計 80,919 8,193 10.1 74,249 91.8 

下水道事業特別 会計 1,829,601 487,378 26.6 1,537,046 84.0 

農業集落排水事業特別会計 60,689 8,814 14.5 58,083 95.7 

公共用地先行取得事業特別会計 39,925 39,925 100.0 20,060 50.2 

平成14年度特別会計予算 
（単位】干円、％) 

区 	分 
歳 入 	（収入） 歳 	出 	（支出） 

平成14年度 平成13年度 増減 増減率 平成14年度 平成13年度 増減 増減率 

特
 

別
 
会
 

計
 

国民健康保険事業勘定 5,187,220 4,976,626 210,594 4.2 5,187,220 4,976,626 210,594 4.2 

老 人 保 健 4,185,421 3,879,011 306,410 7.9 4,185,421 3,879,011 306,410 7.9 

介 護 保 険 2,543,932 2,278,592 265,340 11.6 2,543,932 2,278,592 265,340 11.6 

高等看護学院 86,643 80,648 5,995 Z4 86,643 80,648 5,995 7.4 

下水道事業 2,297,681 1,761,610 536,071 30.4 2,297,681 1,761,610 536,071 30.4 

農業集落排水事業 62,187 60,689 1,498 2.5 62,187 60,689 1,498 25 

公共用地先行取得事業 39,172 39,925 A 753 A1.9 39,172 39,925 A 753 A1.9 

合 	計 14,402,256 13,077,101 1,325,155 10.1 14,402,256 13,077,101 1,325,156 10.1 

（平成14年 3月31日現在） 

―時借入金残高 

平成14年度五所川原市 般会計予算 

  

     

   

（単位 千円、％) 

歳 	 入 歳 出 

区 	分 14年度 構成比 13年度 構成比 増減額 増減率 区 	分 14年度 構成比 13年度 構成比 増減額 増減率 

1 市 	 税 4,319,794 21.5 4 .374.2 18 20.7 A 54,424 A 1.2 1 議 	会 	費 234,021 1.2 231,364 2,657 

2 地方譲与税 175,000 a9 175,000 0.8 0 0.0 2 総 	務 	費 2,996,647 14.9 3,090,520 14.6 A 93,873 A 3.0 

3 利子割交付金 60,000 0.3 100,000 0.5 A 40,000 A 40.0 3 民 	生 	費 5,105,437 25.5 4,910,392 23.3 195,045 40 

4 地方消費税交付金 450,000 2.2 450,000 2.1 0 0.0 4 衛 	生 	費 1,846,184 92 2,080,167 9.9 A 233,983 A 11.2 

5 自動車取得税交付金 90,000 0.4 90,000 04 0 0D 5 労 	働 	費 154,560 0.8 149,586 0フ 4,974 33 

6 地方特例交付金 120,000 0.6 120,000 0.6 0 0.0 6 農林水産業費 856,296 43 781,507 37 74,789 9.6 

7 地方交付税 6,900,000 34.4 7,300.000 34.6 A 400,000 A5.5 7 商 	工 	費 506,701 2.5 509,670 2.4 A 2,969 A 0.6 

9,817 a1 10,260 a1 A 443 A 4.3 8 土 	木 	費 3,189,038 15.9 3,673,754 17.4 A 484,716 A 13.2 8 交通安全対策特別交付金 

9 分担金及び負担金 584,887 29 560,030 2.7 24,857 44 9 消 	防 	費 847,389 4.2 964,105 4.6 A 116,716 A 12.1 

10 使用料及び手数料 276,895 1.4 273,911 1.3 2,984 10 教 	育 	費 1,630,998 8.1 2,160,309 10.2 A 529,311 A 24.5 

11 国庫支出金 2,773,689 13.8 2,862,642 13.6 A 88,953 A3.1 11 災害復~日費 89,547 0.5 87,492 0.4 2,055 2.3 

12 県 支 出 金 928,408 4.6 961,770 4.6 A 33,362 A3.5 12 公 	債 	費 2,571,182 12.8 2,449,134 11.6 122,048 5.0 

13 財 産 収 入 57,830 0.3 50,991 0.2 6,839 13.4 13 諸 支 出 金 12,000 0.1 12,000 0.1 0 0.0 

14 寄 	附 	金 200 0.0 1 0.0 199 激増 14 予 	備 	費 10,000 0D 10,000 0D 0 0D 

15 繰 	入 	金 754,194 3.8 319,966 1.5 434,228 135.7 

16 繰 	越 	金 50,000 0.3 50,000 0.2 0 0.0 

17 諸 	収 	入 578,086 2.9 531,811 2.5 46,275 87 

18 市 	 債 1,921,200 9.6 2,879,400 13.6 A 958,200 A 33.3 

歳入合計 20,050,000 100.0 21,110,000 100.0 Al .060,000 A 5.0 歳出合計 20,050,000 100.0 21,110,000 100.0 Al .060,000 A 5.0 

市有財産の状況 

  

 

平成13年度特別会計歳入・歳出予算の状況 

  

（平成14年 3月31日現在） 
	

（単位 干円、％) 
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千円、％) 

平成14年度五所川原市 般会計予算 
（単位 

市有財産の状況 平成13年度特別会計歳入・歳出予算の状況 
（平成14年 3月31日現在） （単位 千円、％) 
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13 財 産 収 入 57,830 0.3 50,991 0.2 6,839 13.4 13 諸 支 出 金 12,000 0.1 12,000 0.1 0 a0 
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国民健康保険事業勘定特別会計 5,285,450 3,859,505 73.0 4,359,315 82.5 

老 人 保 健 特 別 会 計 3,921,808 3,486,852 88.9 3,670,471 93.6 

介 護 保 険 特 別 会 計 2,565,772 1,870,262 72.9 2,328,319 90.7 

高等看護学院特別会計 80,919 8,193 10.1 74,249 91.8 

下水道事業特別 会計 1,829,601 487,378 26.6 1,537,046 84.0 
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平成14年度特別会計予算 
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区 	分 
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平成14年度 平成13年度 増減 増減率 平成14年度 平成13年度 増減 増減率 
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五所川原市役所 '35-21H 平成14年 6 月 1日 

り
ん
ご
の
摘
果
作
業
が
最
盛
期
を
迎

え
た
五
月
二
十
日
、
木
村
守
男
知
事
が

現
地
視
察
の
た
め
、
市
内
前
田
野
目
の

対
馬
金
吾
さ
ん
の
り
ん
ご
園
を
訪
れ
ま

し
た
。
 

成
田
市
長
、
対
馬
さ
ん
ら
に
迎
え
ら

れ
た
知
事
は
、
「昨
年
産
の
り
ん
ご
の

価
格
低
迷
は
大
変
深
刻
で
す
。
基
幹
産

業
で
あ
る
り
ん
ご
農
業
は
必
ず
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
成
田
市
長
が
、
「夢
の
あ

る
り
ん
ご
作
り
を
目
指
し
よ
り
よ
い
り

ん
ご
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し

ま
し
た
。
 

生
産
者
か
ら
の
 
「価
格
安
値
で
の
利

子
補
給
な
ど
の
対
応
を
な
ん
と
か
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
切
実
な
意
見
に
知
事

は
、
「近
日
中
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。
 

「美
し
き
古
里
た
ら
ん
と

老
い
仲
間
精
魂
込
め

て

花
壇
つ
く
ら
ん
」
 

藻
川
長
生
会
花
壇
に花
定
植
 

一
好
地
区の
老
人
ク
ラ
ブ
 「藻
川
長

生
会
」
（
外
崎武
夫
会
長
）
が
三
好
橋
付

近
の
分
離
帯
に
サ
ル
ビ
ア
、
 マ
リ
ー
ゴ

ー
 

ル
ド
な
ど
の
花
と
小
さ
な
親
切
運
動
事

業
部
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
コ
ス
モ
ス
の
種

を
植
え
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
七
年
ま
え
か
ら
市
広
域
新

農
業
セ
ン
タ
ー
か
ら
苗
の
提
供
を
受
け

地
域
の
美
化
の
た
め
毎
年
植
え
つ
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

外
崎
会
長
は
、
「管
理
、
特
に
草
取

り
は
会
員
全
員
で
実
施
し
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
末
長
く
続
け
た
い
も
の
で
す
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

そ
ば
に
は
、
立
て
札
が
掲
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
 

「美
し
き
古
里
た
ら
ん
と
 
老
い
仲
間

精
魂
込
め
て
 
花
壇
つ
く
ら
ん
」
と
 

春
の
田
ん
ぽ
で
 

苗
の
手
植
え
 

中
央
小
学
校
の
児
童が
体
験
学
習
 

五
月
十
七
日
、
五
所
川
原
農
林
高
等

学
校
（
小
槌
央邦
校
長
）
で
、全
校
生
徒

に
よ
る
田
植
え
が
行
わ
れ
、
市
立
中
央

小
学
校
（
葛
西
堪輔
校
長
）
の
五
年
生
児

童
六
十
三
人
が
、
総
合
的
な
学
習
の
一

環
と
し
て
田
植
え
の
体
験
学
習
を
し
ま

し
た
。
 

裸
足
で
水
田
に
入
り
、
初
め
は
ぬ
る

ぬ
る
し
た
感
触
に
驚
き
の
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
が
、
高
校
生
の
お
兄
さ
ん
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
夢
中
に
な
っ
て
苗

を
植
え
て
い
ま
し
た
。
田
植
え
を
終
え

た
児
童
ら
は
、
「歩
き
に
く
く
て
大
変

だ
っ
た
け
ど
、
と
っ
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
」
と
話
し
な
が
ら
、
秋
の
収
穫
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

菜
園
作
り
で
 

家
族
団
ら
ん
 

ー
市
民
農
園
が

開
園
ー
 

五
月
十
八
日
、
今
年
で
十
三
年
目
を

迎
え
る
市
民
農
園
が
、
松
島
町
一
丁
目

に
開
園
し
、
七
十
区
画
が
市
民
に
開
放

さ
れ
ま
し
た
。
 

開
園
式
で
は
、
成
田
市
長
が
、
「農

作
業
に
よ
り
家
族
の
紳
が
強
ま
り
、
食

卓
に
の
ぼ
っ
た
野
菜
で
家
族
団
ら
ん
が

で
き
ま
す
よ
う
に
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
 

そ
の
後
、
参
加
者
が
鍬
ゃ
ス
コ
ッ
プ
で

市
か
ら
配
布
さ
れ
た
ト
マ
ト
や
ナ
ス
の

苗
な
ど
の
ほ
か
、
毛
マ
メ
や
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
て
い
ね
い
に
植
え
ま
し
た
。
 「収

穫
し
た
ら
次
は
大
根
と
白
菜
を
植
え
た

い
ね
」
と
今
後
の
予
定
を
話
し
な
が
ら

一
生
懸
命
作
業
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
 
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム

く
る
み
園
へ

〇
天
理
教
五
所
川
原
分
教
会
（
田
中
道

弘
会
長
）H
奉
仕
（
百
六
十
人
によ
る

園
内
外
の
清
掃
）
。
 

〇
一
五
会
（
藤
森
き
み
代
表・
木
造
町）
H
 

慰
問
（
十名
に
よ
る
歌
、
踊
り
、
一一
一

味
線
演
奏
）
。
 

⑥
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィー
セ
ン
タ
ー
へ

〇
市
畳
組
合
（
木
村
栄
佐
夫
組
合長
）H
 

奉
仕
（
九名
に
よ
る
畳
の
表
替
え
）
。
 

五
月
十
四
5

十
五
日
、
古
く
な
っ

た
畳
の
表
替
え
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

行
い
ま
し
た
。
 

同
組
合
長
は
、
「少
し
で
も
地
域

住
民
の
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
れ
ば

と
思
い
作
業
し
て
い
ま
す
。
来
年
以

降
も
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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、
贈
与
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、
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得
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等
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の
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受
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も
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新
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代
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を
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政
策
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進
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躍
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が
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津
軽
虫

と
火
ま
つ
り
に
向
け
練
習
を
開
始
し
ま

し
た
。
同
隊
は
あ
す
な
ろ
大
太
鼓
に
集

い
地
元
の
祭
り
（
虫
おく
り
、
立
侵
武

多
）
を盛
り
上
げ
た
い
と
の
有
志
に
よ

り
、
昨
年
十
月
、
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
 

会
員
三
十
七
人
の
中
に
は
、
未
経
験

者
も
い
ま
し
た
が
、
連
日
の
練
習
で
上

手
く
太
鼓
を
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
音
に
誘
わ
れ
て
か
、
家
族
連
れ
が

見
物
に
来
て
い
ま
し
た
。
 

大
太
鼓
に
登
り
バ
チ
を
振
り
下
ろ
す

姿
に
憧
れ
初
め
て
参
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し
た
川
浪
恵
美

さ
ん
（2
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）
は
、
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め
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高
く
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っ
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ど
、
今
は
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と
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楽
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。
 

高
校
三
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の
と
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加
し
今
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で
十
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に
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る
石
谷
国
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さ
ん

宛
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）
は
、
「祭
り
を
通
し
て
み
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な
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が
ま
と
ま
っ
て
い
く
。
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が
た

ま
ら
な
い
ん
で
す
。
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し
て
い

る
が
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に
自
分
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の
叩
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方
が
分

か
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な
い
。
そ
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が
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る
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で
続
け

て
い
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つ
も
り
で
す
」
と
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い
気
持
ち

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

今
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は
、
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ぞ
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想
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を
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せ
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し
て
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太
鼓
音
が
、
ま
つ
り
を

一
層
楽
し
ま
せ
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く
れ
そ
う
で
す
。
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さ
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の
意
見
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に
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さ

せ
て
み
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せ
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か
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、
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、
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番
号
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警
察
官
（
大
卒
）
採用
 

5
君
が
守
る
2
1世
紀
5
 

五
所
川
原
警
察

署
総
務
課

阻

（3
5)
21
4
1
 

槍

務
職
員
（
税
務
大
学
校
生
』
／一

 

募
集
 

仙
台
国
税
局
人
事
第

ニ
課
 

m
m
承
）1
1
1
1
内
線
3
2
3
6
 

きょうしつ 

チャレンジ教室 

、
ノ

送
 

放
 

生
 

ノ
、
 

ものづくり 

うどんでドン／ 

～うどんを 

つくろう 

食べてみよう～ 

身近にある
道具で
おいしい

うどん作りに
チャレンジノ 

10:30 

10.45 

11 .00 

12:00 

11:30 

中央公民館 × 
TEI.(35)6056 

いろいろな
研究室の紹介 

～地域の動植物と

親しむ～ 

子ども 
としょかん 

おもしろし体の紹介 

けんき中うしつ 

研究室に 

おじゃまします 

ビオトープで

遊ぼう 

なんでもやってみよう 

サイ工ンスヲニャ二序ル 
さいじ き 

いきもの歳時記

梅雨のいきものたち 

〈生放送〉 

映像作家の
かわなかのふひろ
さんが、ビデオを

作ることの
楽しさと

映像の不思議を
紹介します 

ゆめ 

夢スタジオ 

1030 
ぶんか げいじゆつ 

〈文化・芸術〉 
えいぞう 

映像は 

コトパだ．/ 
～かわなかのSひろ
の映像日記～ 

のぞいてみよう 
し 	せかい 

知らない世界 

水の惑星を守れ 

～宇宙からの 
メッセージ～ 

子ども放送局 
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中央公民館では 「子ども放送局」 を毎週土曜日（第

五週除く） 放映しています。 「子ども放送局」 は衛星

放送で子ども向け番組を全国に発信しています。 ここ

で放送されるものは子どもが興味を持つあらゆる分野

についての番組です。 いずれの日も、 子どもたちが楽

しめる情報がいっぱいです。 

●会場 中央公民館 視聴覚室（ 2 F) 
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刃杯クシューズ 

サイエンス・チャ二序ル 
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いきもの歳時記

夏を迎える野鳥たち 

わくわく 
どくしよランド 

おはなし 
プレゼント 
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付
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、
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の
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日
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か
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び
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（
1
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を
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又
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で
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融
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。
 

青
森
県
人
事
委
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会
及
び
青
森
県
警

本
部
で
は
、
大
学
卒
業

（
見込
）
者
を

対
象
に
警
察
官
A
の
採
用
試
験
を
行
い

ま
す
。
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受
付
期
間
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験
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を
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又
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。
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。
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受
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れ
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放送で子ども向け番組を全国に発信しています。 ここ

で放送されるものは子どもが興味を持つあらゆる分野

についての番組です。 いずれの日も、 子どもたちが楽

しめる情報がいっぱいです。 
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今
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も
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年
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、
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植
え
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終
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る
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ぶ
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軽
虫
と
火
ま
つ

り
」
が
、
五
所
川
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西部クリーンセンター改修工事期間中ごみ収集について 
環境対策課 内線231・233 

五所川原市の 「燃やせるごみ」 を焼却処理している西部クリーンセンター（稲垣）は、平成14年 6 月1日から

平成15年 3 月31日まで、ダイオキシン類排出規制の新基準に適合させる改修工事を行います。工事期間中は焼

却炉の片炉運転となるため、「燃やせるごみ」 を工事期間中「弘前地区環境整備事務組合」 と 「黒石地区清掃

施設組合」 に焼却処理を依頼することにしました。それに伴い、ごみの減量化が必要となります。 

そこで、新聞・雑誌・ダンボール類は分別して通常の収集とは別に拠点回収します。 

（詳しい内容は別途折り込みチラシをご覧ください。）  

改修工事期聞中のこみ減量化にご脇力を！ 

～注 意～ 

・なお、その他の「燃やせるごみ」 は、通常どおり収集しますが、依頼先焼却施設への運搬距離 

が遠くなるため、収集時間帯がずれる地域もありますので、ご理解くださるようお願いします。 

（ごみを出す時間は従来通り朝8 時までです。） 

・生ごみの水気をしっかりと切ってください。（これだけでもごみの減量化になります。） 

・使い古しの衣類は雑巾にしたり、包装が必要ないとき（ 2 重包装等）は、包装を断ったりして、 

ごみの減量化にご協力ください。 

、赤ちゃんからの「スックスタート」ノ 
「ぽぽんたの会」をご存じでしょうか。毎月第二土曜

日に図書館を利用し、子供たちにおはなし会（読み聞か

せ）を開いているボランティアです。 幼いころ、 寝しな

に母親から絵本を読んでもらったなつかしいひと時を思

い出す大人の方も多いはずです。読み聞かせには、ファ

ンタジーな世界を通じて親子の心をつなげる不思議な力

があるようで、まだ言葉を知らない赤ちゃんにも大切な

ことだと言います。この、赤ちゃんからの読み聞かせは、 

英国バーミンガムで始まり今や全英各地に広がり、 日本

でもブックスタート運動として普及の兆しにあります。 

過日、青森県立図書館の鈴木健二館長も 「お腹の中の

赤ちゃんへの読み聞かせが人間形成にすごく重要です」 

と話していました。たとえば、日本の童話では、子ども

の想像力をかきたて楽しい幻想を味わえる 『どんぐりと

山ねこ』（宮沢賢治）、子どもの心をリアルに描いた 『一

ふさのぶどう』（有島武郎）、一方、外国ものでは、動物

と女の子のふれあいを描いた『わたしとあそんで』（マリー・

ホール・ェッツ）、 夢の中でケーキづくりを楽しむ 『ま

よなかのだいどころ』（モーリス・センダック）などなど、 

まずはおかあさんが、そしておとうさんも恥ずかしがら

ず、絵本片手に語りかけてみては 

目に見える効果はなくとも、 きっと何かをはぐくむは 

ずです。 	 書山 

●開館時間の変更 

火曜日～金曜日 9 時30分～18時 

土曜日と日曜日 9 時30分～17時 

●おはなし会 6 月15日田、13時30分～14時30分 

、、― 
テーマは 「雨」 	

ノ 
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西部クリーンセンター改修工事期間中ごみ収集について 
環境対策課 内線231・233 

五所川原市の「燃やせるごみ」 を焼却処理している西部クリーンセンター（稲垣）は、平成14年 6 月1日から

平成15年 3 月31日まで、ダイオキシン類排出規制の新基準に適合させる改修工事を行います。工事期間中は焼

却炉の片炉運転となるため、「燃やせるごみ」 を工事期間中「弘前地区環境整備事務組合」 と 「黒石地区清掃

施設組合」 に焼却処理を依頼することにしました。それに伴い、ごみの減量化が必要となります。 

そこで、新聞・雑誌・ダンボール類は分別して通常の収集とは別に拠点回収します。 

（詳しい内容は別途折り込みチラシをご覧ください。）  

改修工事期聞中のこみ減量化にご脇力を！ 

～注 意～ 

・なお、その他の 「燃やせるごみ」 は、通常どおり収集しますが、依頼先焼却施設への運搬距離 

が遠くなるため、収集時間帯がずれる地域もありますので、ご理解くださるようお願いします。 

（ごみを出す時間は従来通り朝 8 時までです。） 

・生ごみの水気をしっかりと切ってください。（これだけでもごみの減量化になります。） 

・使い古しの衣類は雑巾にしたり、包装が必要ないとき（ 2 重包装等）は、包装を断ったりして、 

ごみの減量化にご協力ください。 

図書館からあれこれ 

／赤ちゃんからの「スックスタート」ノ 

「ぽぽんたの会」 をご存じでしょうか。毎月第二土曜

日に図書館を利用し、子供たちにおはなし会（読み聞か

せ）を開いているボランティアです。幼いころ、寝しな

に母親から絵本を読んでもらったなつかしいひと時を思

い出す大人の方も多いはずです。読み聞かせには、 ファ

ンタジーな世界を通じて親子の心をつなげる不思議な力

があるようで、まだ言葉を知らない赤ちゃんにも大切な

ことだと言います。 この、赤ちゃんからの読み聞かせは、 

英国バーミンガムで始まり今や全英各地に広がり、日本

でもブックスタート運動として普及の兆しにあります。 

過日、青森県立図書館の鈴木健二館長も 「お腹の中の

赤ちゃんへの読み聞かせが人間形成にすごく重要です」 

と話していました。たとえば、日本の童話では、子ども

の想像力をかきたて楽しい幻想を味わえる 『どんぐりと

山ねこ』（宮沢賢治）、子どもの心をリアルに描いた『一

ふさのぶどう』（有島武郎）、一方、外国ものでは、動物

と女の子のふれあいを描いた『わたしとあそんで』（マリー・

ホール・ェッツ）、夢の中でケーキづくりを楽しむ『ま

よなかのだいどころ』（モーリス・センダック）などなど、 

まずはおかあさんが、そしておとうさんも恥ずかしがら

ず、絵本片手に語りかけてみては 

目に見える効果はなくとも、 きっと何かをはぐくむは 

ずです。 	 書山 

●開館時間の変更 

火曜日～金曜日 9 時30分～18時 

土曜日と日曜日 9 時30分～H時 

●おはなし会 6 月15日出. 13時30分～14時30分 
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五所川原市農業委員会委員一般選挙の投票日でずな1し 
一投票時間は午前 7時から午後 8時まで 一 

※詳しくは、 6月15日号「広報ごしょがわら」をご覧ください。 

五所川原市農業委員会委員ー般選挙に伴う立候補予定者の説明会開催 

立候補届出書類等について、 次のとおり説明会を開催いたしますので、 立候補を予定されてい

る方はご出席くだ、さい。 

＊と き 	6月17日（月〕 午後 2 時 	 ＊ところ 	市役所 5 階 会議室 

＊問い合わせ先 	選挙管理委員会事務局 内線491 ---493 

ノ／ 

会社などを退職して、年金を受けている方に 

退職者医療制度のご案内 

国保年金課 内線214・215 

’ 	会社なとを退職された方が、 利用できる国保 

の制度です。 

◇退職者医療制度の対象となる人 

・国保に加入している人。 

・老人保健制度の適用を受けていない人。 

・厚生年金や各種共済組合などから老齢退職年

金を受けている人でこれらの加入期間が20年
以上、 若しくは40歳以降の加入期間が10年以

上ある人。 

・退職被保険者と同一世帯の被扶養者で、 主と

して退職被保険者により生計を維持している

人。 （ただし、 年間収入が一定基準額を超え

る人は被扶養者になりません。） 

◇医療機関に支払う一部負担金は？ 

・退職被保険者本人…外来・入院ともに 2 割 

・被 扶 養 者…外来 3 割、 入院 2 割 

, 	（入院時の食事及び外来時の薬剤は、 別途負 

担があります。） 

◇資格ができるのは？ 

・年金受給権が発生した日から適用となります。 

（年金証書が手元に届いたら14日以内に届出を／) 
◇適用を受けなくなるとき 

・老人保健制度による医療を受けることにな・っ

たとき。 

・退職被保険者本人がなくなったとき。 

（この場合、 被扶養者は一般の国保被保険者 

となります。） 

◇届出に必要なもの 

・加入期間が分かる年金証書。 

（ただし、 加入期間が20年未満で40歳」2I降の

加入期間が10年以上ある人については、 社会

保険事務所発行の被保険者記録照会回答票な

ども必要となります。） 

・保険証 

・印 鑑 

児童手当についてお知らせ 

市民課 内線220・221 

⑥児童手当制度について 

児童手当は、 児童を養育する家庭の生活の安

定と次代をになう児童の健全育成を目的に、 6 
歳以下（義務教育就学前）の児童を養育している

人で、 前年の所得が一定額未満の場合に支給さ

れます。 児童手当制度は、 届け出制となってお

りますので、 まだ申請をされていない方は、 市

民課で請求手続きをしてください。 

【請求時に必要なもの】 

＊印鑑、 請求者名義の銀行等口座番号 

＊市が発行する児童手当用所得証明書（本年1 
月1日現在、 当市に住民登録されていない方は、 

前住所地の発行する証明書） 

【児童手当の額】 第1・2 子 	5,000円 

第 3 子」2丈降 	10,000円 

⑥『児童手当現況届』 の提出について 

現在、 児童手当を受給している方へ 『児童手

当現況届』 の用紙を発送しましたので、 6 月28 
日までに必ず提出してください。 

この届けは、 毎年 6 月1日における状況を把

握し、 引き続き児童手当を受ける要件があるか

どうかを確認するためのものです。 

なお、 この届けの提出がないと 6 月分以降の

手当が受けられなくなりますので、 市民課①番

窓口まで忘れずに提出してください。 

提出 日 地 	区 

6月 4・5日 七和・長橋・三好地区 

6月6・7日 毘沙門・飯詰・松島地区 

6月10・11日 栄・梅沢・中川地区 

6月12・13日 上記以外の地区 

※指定日に来れない方は、 6月14日～28日の間にお

いでくだ’さい（土・日以外）。 【詳しくは、 市民課 

（児童手当担当）までお問い合わせください。】 

《
提
出
日
程
表
》
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五所川原市農業委員会委員一般選挙の投票日です。 
一投票時間は午前7時から午後 8時まで一一 
※詳しくは、 6月15日号「広報ごしょがわら」をご覧ください。 

       

 

五所川原市農業委員会委員 

 

般選挙に伴う立候補予定者の説明会開催 

 

       

       

立候補届出書類等について、 次のとおり説明会を開催いたしますので、 立候補を予定されてい

る方はご出席くだ、さい。 

＊と き 	6月17日（月） 午後 2 時 	 ＊ところ 	市役所 5 階 会議室 

＊問い合わせ先 	選挙管理委員会事務局 内線491 ---493 

/ 
児童手当についてお知らせ 

市民課 内線220・221 

⑨児童手当制度について 

児童手当は、 児童を養育する家庭の生活の安

定と次代をになう児童の健全育成を目的に、 6 
歳以下（義務教育就学前）の児童を養育している

人で、 前年の所得が一定額未満の場合に支給さ

れます。 児童手当制度は、 届け出制となってお

りますので、 まだ申請をさオTていない方は、 市

民課で請求手続きをしてください。 

【請求時に必要なもの】 

＊印鑑、 請求者名義の銀行等口座番号 

＊市が発行する児童手当用所得証明書（本年1 
月1日現在、 当市に住民登録されていない方は、 

前住所地の発行する証明書） 

【児童手当の額】 第1・2子 	5,000円 

第 3 子以降 	10,000円 

⑥『児童手当現況届』 の提出について 

現在、 児童手当を受給している方へ 『児童手

当現況届』 の用紙を発送しましたので、 6 月28 
日までに必ず提出してください。 

この届けは、 毎年 6 月1日における状況を把

握し、 引き続き児童手当を受ける要件があるか

どうかを確認するためのものです。 

なお、 この届けの提出がないと 6月分以降の

手当が受けられなくなりますので、 市民課①番

窓口まで忘れずに提出してください。 

提出 日 地 	区 

6月 4 ・5日 七和・長橋・三好地区 

6月6・7日 毘沙門・飯詰・松島地区 

6月10・n日 栄・梅沢・中川地区 

6月12・13日 上記以外の地区 

※指定日に来れない方は、 6月14日～28日の間にお

いでください（土・日」2I外）。 【詳しくは、 市民課 

（児童手当担当）までお問い合わせください。】 
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会社などを退職して、年金を受けている方に 

退職者医療制度のご案内 

国保年金課 内線214・215 

’ 	会社などを退職された方が、 利用できる国保 

の制度です。 

◇退職者医療制度の対象となる人 

・国保に加入している人。 

・老人保健制度の適用を受けていない人。 

・厚生年金や各種共済組合などから老齢退職年

金を受けている人でこれらの加入期間が20年
以上、 若しくは40歳以降の加入期間が10年以

上ある人。 

・退職被保険者と同一世帯の被扶養者で、主と

レて退職被保険者により生計を維持している

人。（ただし、 年間収入が一定基準額を超え

る人は被扶養者になりません。） 

◇医療機関に支払うー部負担金は？ 

・退職被保険者本人…外来・入院ともに 2 割 
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防
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教
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に
ま
で
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今
日
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と
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に
話
を
し
た
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と
お
思
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方
、
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会
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会
員
に
な
り
ま
せ
ん

か
。
当
日
は
講
演
も
あ
り
ま
す
の
で
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軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
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7
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6
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
扱
い
方
を
基
礎

か
ら
学
ぶ
講
座
で
す
。
初
心
者
の
方
に

も
対
応
し
ま
す
。
 

◇
場
所
…
五
所
川
原
東
高
等
学
校

◇
定
員
…
4
0名
（
多
数
の場
合
抽
選
）
 

◇
対
象
…
成
人
で
、
で
き
る
限
り
全
日
 

程
を
受
講
で
き
る
予
定
の方

◇
受
講
料
 

テ
キ
ス
ト
代

1
、
0
0
0
円
 

◇
申
込
方
法
…
電
話
又
は
『
＞×
で
郵
 

便
番
号
・
住
所
・
氏名
・
年
齢
・
性別
・
 

電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
期
間

…
6
月
1
2日
困
ま
で

◇
時
間
…
1
7時

、
2
0時
 

子育ては地域のみんなの手て二一！ 

!／一 五所川原市 

×フアミリーサボートセンタブ 

活動紹介No. 4 

※
詳
細
は
五
所
川
原
東
高
等
学
校
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

期 日 学習内容 

6 月25日因 文章作成の基礎 

6 月26日因 絵や写真の挿入 

6 月27日困 スケジュ一ル表等作成 

12月10日（火） インタ一ネット入門 

12月11日困 プレゼンテ一ション 

12月12日困 コンピュ一夕活用全般 

入浴のお手伝いに、両方（依頼・提供）会

員の佐藤裕美子さんが、津島さん宅に伺い

ました。 

「子どもは地域の宝ですね。センターの

おかげで赤ちゃんと接する事ができて、嬉

しく思います」と語る佐藤さん。 

入浴後、気持ちよさそうにじっと何かを

見つめる彩人くん。優しい手に包まれて安

心した表情が印象的でした。 

随時会員募集 JEt (35) 8953 

オノtテンシア 6月の催物案内 
ふるさと交流圏民センター 容 33-2111 

日
  

曜日 催 	物 開演 入場料 

大
ホ

ー
ル
  

(
Z
 
 

日
  

9:30 関係者 
第26回 

青森県人エ透析研究会 

15 土
  

木造高校吹奏楽部 
18:30 

前売 500円 

当日 500円 第18回定期演奏会 

29 土
  

18:30 
前売一般 1000円

中学生以下 500円 

第36回五所川原合唱目 

定期演奏会『紅白歌合戦』 

30 日
  

都はるみ 

2002コンサ―ト 

①13:30 

②17:30 

S席 6000円 

A席 5500円 

小

ホ
ー
ル
 
 

4
  

火
  

青森県青少年健全育成推進員

辞令交付式及び研修会 
12:30 関係者 

18 火
  

サエラ 

ノス夕ルジックコンサート 
19:00 

前売 2500円

当日 2800円 

22 土
  

19:00 
前売 1300円

当日 1500円 
劇目雪姫第25回公演 

23 日
  

ミュ一ジック 

コンサ―ト 
14:00 無 料 

26 水
  

介護普及公開講座 13:00 無 料 

30 日
  

歌謡スタジオ 

よ―しいくぞ一歌謡発表会 
10:00 前売 1500円 

13 平成14年 6 月 1日 五所川原市役所 容35-2111 
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【
自由
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こ
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ど
 

⑨
応
募
資
格
 

小
学
5
、
6
年
生
及
び
 

中
学
1
、
3
年
生
 

⑥
募
集
期
間
…
7
月
1
日
ま
で
 

⑥
入
選
発
表
…
1
0月
頃
 

※
詳
し
く
は
、
五
所
川
原
郵
便
局
に
お

た
ず
ね
に
な
る
か
、
か
ん
ぽ
ホ
ー
ム

ペ
 ー
ジ
 
h
t
tp一×、
k
a
Bp
o・g
o・ip
 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

4
'
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五所川原市役所 容35- 2111 平成14年 6 月 1日 

【地区別日程】 

対象地区 ッ勺レクリン反応検査 BCG接種 

みどり町、飯詰、梅沢 7 月 9 日因 7 月11日困 

松島、長橋、毘沙門、中川 7 月10日困 7月12日金 

南小学区、三好、七和 7月17日困 7 月19日金 

五小学区、松島町 7 月24日困 7月26日金 

栄 7 月29日月 7 月31日困 

結
核
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
 今

後
も
問
題
と
な
る
感
染
症
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

結
核
に
対
す
る
抵
抗
力
は
、
お
母
さ

ん
か
ら
貰
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

早
目
に
予
防
接
種
を
う
け
、
お
子
さ
ん

を
感
染
症
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 

◇
対
象
 

生
後
3
か
月
5
4
8か
月
の
乳
幼
児

※
た
だ
し
、
今
ま
で
に
B
c
G
接
種
を

受
け
た
乳
幼
児
は
除
き
ま
す
。
 

◇
場
所
 

働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◇
受
付
時
間

…
1
2時
3
0分

、
1
2時
4
5分
 
 

◇
注
意
事
項
 

①
発
熱
な
ど
体
調
の
悪
い
お
子
さ
ん
、
 

他
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
お
子

さ
ん
は
接
種
間
隔
に
つ
い
て
、
か
か

り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
ご
相
談
し

て
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

②
母
子
手
帳
と
予
診
票
（
ッ
反
は
白
色
、
 

B
c
G
は
青
色
）
を
記
入
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
人
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

④
駐
車
場
が
せ
ま
い
た
め
車
で
こ
ら
れ

た
方
は
市
役
所
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
0
 

肺
民
サ
回
ン
 

【
 

.
 

第
4
1回

か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集
中
 

、働
く
婦
人
の
家
生
活
講
座
 

受
講
生
募
集
 

働
く
婦
人
の
家
m
(3
5)
8
89
8
 

〈
自
宅

で
で
き
る
 

リ
ラ
ク
ゼ

ー
シ
ョ

ン
講
座
〉
 

暮
ら
し
に
香
り
を
取
り
入
れ
て
み
ま

せ
ん
か
。
 

●

6
月
1
1日
因
（
第
三
回
目
）
 

1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

●

ポ
プ
リ
作
り
 

講
師
…
乗
田
晴
美
さ
ん
 

費
用
…
実
費
の
み
 

募
集
人
員

…
2
0名
 

小
学
校
・
中
学
校
の
み
な
さ
ん
、
自

分
の
思
う
ま
ま
を
作
文
に
ぶ
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
優
秀
作
品
に
各
賞
が
贈
ら

れ
る
ほ
か
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
が

あ
り
ま
す
。
 

⑥
テ
ー
マ
…
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
ー
つ
 

【課
題
A
】
…
簡
易
保
険
（
かん
ぽ
）
に

関
係
が
あ
る
も
の
 

【
課題
B
】
…
出
会
い
、
人
と
の
出
会

い
、
文
化
と
の
出
会
い
、
自
然
と

の
出
会
い
、
 

【
自由
題
】
…
日
ご
ろ
、
考
え
て
い
る
 

こ
と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
、
感
動

し
た
こ
と
な
ど
 

⑥
応
募
資
格
 

小
学
5
、
6
年
生
及
び
 

中
学
1
、
3
年
生
 

＠
募
集
期
間
・
・7
月
1
日
ま
で
 

⑥
入
選
発
表
…
1
0月
頃
 

※
詳
し
く
は
、
五
所
川
原
郵
便
局
に
お

た
ず
ね
に
な
る
か
、
か
ん
ぽ
ホ
ー
ム

ペ
 ー
ジ
 
h
t
tp】×
×
ka
Bp
o・g
o・ip
 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

×、

、
  

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
 

・

B
c
G
（結
核
）
予
防
接
種
を
お
こ
な
い
ま
す
 

?/
?
 

一
 

健
康
福
祉
課
 
内
線

2
3
4
・
2
3
8
 

‘
α
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1
 

五所川原市役所 容35-2111 平成14年 6 月 1日 

【地区別日程】 

対象地区 ッべルクリン反応検査 BCG接種 

みどり町、飯詰、梅沢 7 月 9 日閃 7 月11日困 

松島、長橋、毘沙門、中川 7 月10日困 7 月12日金 

南小学区、三好、七和 7 月17日困 7 月19日金 

五小学区、松島町 7 月24日困 7 月26日金 

栄 7 月29日（月） 7 月31日困 

女
性
の
た
め
の空
手
教
室
ノ
 

極
真
会館
青
森
県
支
部五
所
川
原
道
場
 

興
鯛
4
6
4
0興
鯵
4
6
41
 

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
護

身
術
も
身
に
つ
く
女
性
対
象
の
空
手

教
室
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
 

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

●

日
時

…
6
月
9
日
回
、
1
6日
同
 

1
0時
5
1
1時
3
0分
 

幼
児
サ
ー
ク
ル
 

「お
や
こ
で
あ
そ
ぼ」5
6
月
 

五
所
川
原
お
や
こ
劇
場
事
務
局

皿
・
隙

（3
4)
21
7
0
 

就
園
前
の
乳
幼
児
を
も
つ
親
と
子

の
集
い
で
す
。
遊
び
を
通
し
て
楽
し

く
子
育
て
や
友
だ
ち
づ
く
り
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
参
加
し
た
い
方
は
前

日
ま
で
に
事
務
局
へ
ご連
絡
下
さ
い
。
 

◇
6
月
1
4日
囲
 
1
0時
5
1
2時
 

遠
足
…
菊
ケ
丘
運
動
公
園

（
雨天
の

と
き
は
地
域
福
祉
セ
ン
タ

ー
）
 

/
 

◇
6
月
2
7日
困
 
1
0時
5
1
2時
 

“た
な
ば
た
w
で
遊
ぼ
う
 

…
松
島
会
館
 

『
笑
顔
の
花
束

を
あ
な
た
に
」
ノ

出
張

理
容
・
美
容
サ
ー
ビ

ス
 

N
P
ny法
人
「
ス
マ
イ
ル
シ
ッ
プ
」
 

設
立
記
念
イ
ベ
ン
ト
 

事
務
局

m
(3
4)
9
77
3
岩
崎
 

中
央
公
民
館
 

◇
主
な
内
容
 

・

講
演
…
有
谷
昭
男
さ
ん
（あ
お
も

り
N
P
O
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
理

事
長
）
 

・

各
種
N
P
O
サ
ー
ビ
ス
紹
介
、
骨

強
度
な
ど
の
健
康
診
断
サ
ー
ビ
ス
、
 

理
容
美
容
サ
ー
ビ
ス
の
実
演
（
髪

の
カ
ッ
ト
な
ど
）
 

※
ご
来
場
の
方
に
は
昼
食
を
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
 た
だ
今
、
会
で
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
員

（
美容
師
、
理

容
師
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

×
 

結
核
は
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
、
今

後
も
問
題
と
な
る
感
染
症
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

結
核
に
対
す
る
抵
抗
力
は
、
お
母
さ

ん
か
ら
貰
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で

早
目
に
予
防
接
種
を
う
け
、
お
子
さ
ん

を
感
染
症
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
 

◇
対
象
 

生
後
3
か
月
、
4
8か
月
の
乳
幼
児

※
た
だ
し
、
今
ま
で
に
B
c
G
接
種
を

受
け
た
乳
幼
児
は
除
き
ま
す
。
 

◇
場
所
 

働
く
婦
人
の
家
・
保
健
セ
ン
タ
ー
 

◇
受
付
時
間
…
1
2時
3
0分
、
1
2時
4
5分
 
 

◇
注
意
事
項
 

①
発
熱
な
ど
体
調
の
悪
い
お
子
さ
ん
、
 

他
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
る
お
子

さ
ん
は
接
種
間
隔
に
つ
い
て
、
か
か

り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
に
ご
相
談
し

て
、
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

②
母
子
手
帳
と
予
診
票
（
ッ
反
は
白
色
、
 

B
c
G
は
青
色
）
を
記
入
し
て
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
 

③
お
子
さ
ん
の
健
康
状
態
を
よ
く
知
っ

て
い
る
人
方
が
お
連
れ
く
だ
さ
い
。
 

④
駐
車
場
が
せ
ま
い
た
め
車
で
こ
ら
れ

た
方
は
市
役
所
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
 

市
民
サ
回
ン
 

●

場
所
…
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
五
所
川
 
高
齢

者
、
障
害
者
な
ど
を
対
象
に
した
 

原
（
合同
庁
舎
の
隣
）
 

出
張
理
容
・
美容
サ
ー
ビス
を行
う
N
P
 

●

指
導
…
極
真
空
手
・
坂
本
三
段
 

O
法
人
「
ス
マイ
ル
シ
ップ
」
が
設
立
さ
 

●

参
加
料
…
無
料
 

れ
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
利
用
く
だ
さ
い
。
 

●

申
込
方
法
…
電
話
又
は
隙
。
 

⑥
設
立
記
念
イ
ベ
ン
ト
 

（
電
話
は1
9時
以
降
）
 

6
月
1
6日
回
 
1
1時

、
1
4時
 

.
 



〈テーマ〉 

かんたん．ノ 
朝食クッキング 

五所川原市食生活改善推進員会 

キ 豆腐ステ 健 康 相 談 

P 

【参加団体募集中】 

「お料理大好き 食べるのもっと好き！」 

そんな小学生の団体を対象に各地コミセン・

保健センターで調理実習をおこなっています。 

（上記メニューはその中の一品です。） 

テーマは『朝ごはん』。一日の活動源であ

る朝食を子供たちにつくってもらい、その大

切さをお話しします。 

土日の休日や夏休みを利用して、黄色いェ

プロンの食生活改善推進員と一緒にお料理に

挑戦してみませんか。 

詳しくは会長の三森まで。(TE［・献 35- 4593) 

	ろ 

内容】病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師 

が相談に応じます。 

持参するもの】健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

前庖集会所 6 月10日（月） 12 :30--14 :00 

幾島町集会所 6 月11日（刃 10 :00-12 :00 

森の家 6月12日困 10 :00-42 :00 

石岡協力員「寺田よし原さん」宅 6月12日困 13 :00-45 :00 

富士見コミュニテイセンター 6 月13日困 10 :30-42 :00 

長富コミュニテイ消防センター 6月13日困 10 :30-42 :00 

前田野目公民館 6月17日（月） 13 :00-44 :00 

小曲農村婦人の家 6 月19日困 10 :00-42 :00 

種井集会所 6月19日困 10 :30-12 :00 

新宮集会所 6 月19日（加 13 :00-45 :00 

成人の相談日 
健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の

相談等にも応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

市働く婦人の家 

保健センター 
6 月12日困 

10 
13 
:00-42 
:00-45 

:00 
:00 

※手帳をお持ちの方は、 ご持参ください。 
当日、混雑することも予測されますので、利用予定の方はで 
きるだけ事前に電話予約して下さい。 

みんなの健康教室 
◇日 時 】6 月28日岡 13時～14時まで 

◇場 所 】市保健センタ- 3階ホール 

◇テーマ 】『白内障について』 

◇講 師 三上克代先生（復明堂眼科医院） 

◇主 催 】北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のご案内 

期 日 時 間 場 所 

6月12日困 
9:30-'11:30 青森県合同庁舎前 

12: 30-j 15:30 日立北海セミコンダクタKK 

6 月ワ日（月） 
9:3Q-11:3Q JR五所川原駅前 

12: 30- 15:30 東北電力KK五所川原営業所 

15 平成14年 6月1日 五所川原市役所 容35- 2111 

イ材料名（ 2人分） 
豆腐 
	

1/2丁 

たれ｛摘えゆ蒸U 1/2Li 
油 

×～ しめじ しめじ 	 1/2パック 

作り方 

①豆腐をうすく 2枚に切り、クッキンクペーパー 

で水気をとる。 

②フライパンに油を熱し、油がはねないように

そっと豆腐を入れて両面をこんがり焼く。小

房に分けたしめじを加え、しんなりしたらた

れを加え、焦げないように中火で煮含める。 

③皿に一人分ずつ盛りつけてできあがり。 

豆腐を壊さないように真剣です（昨年度保健センターにて） 

」姻麟当番医 
月 日 曜日 医療機関名 所在地 電話 

6月2日 日
  

ill崎胃腸科内科医院 五所川原市字
敷島町56- 1 34一 3330 

6月9日 日
  

桂整形外科医院 
五所川原市字
弥生町16- 1 

34一 3737 

※1.対応時間（電話で確認） 9 時から17時まで。 
2その他、消防署（救急病院紹介・皿34-4999）で紹介します。 

、、、 

健 康 相 談 

〈テーマ〉 

かんたん．ノ 
朝食クッキング 

＝寿 五所川原市食生活改善推進員会 

内容】病気の相談、七、の相談、血圧測定など保健師 

が相談に応じます。 

持参するもの：健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

前庖集会所 6 月10日（月） 12 :30-44 :00 

幾島町集会所 6 月11日（刃 10 :00-42 :00 

森の家 6 月12日困 10 :00-42 :00 

石岡協力員「寺田よし庶さん」宅 6 月12日困 13 :00-45 :00 

富士見コミュニテイセンター 6 月13日困 10 :30-42 :00 

長富コミュニテイ消防センター 6 月13日困 10 :30-42 :00 

前田野目公民館 6 月17日（月） 13 :00-44 :00 

小曲農村婦人の家 6 月19日困 10 :00-42 :00 

種井集会所 6 月19日困 10 :30-12 :00 

新宮集会所 6 月19日困 13 :00-45 :00 

成人の相談日 
健診結果の見方、血圧の相談、病気の相談、心の

相談等にも応じます。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

市働く婦人の家 

保健センター 
6 月12日困 

10 
13 

:00-42 
:00-45 

:00 
:00 

※手帳をお持ちの方は、ご持参ください。 
当日、混雑することも予測されますので、利用予定の方はで 
きるだけ事前に電話予約して下さい。 

みんなの健康教室 
◇日 時】6 月28日岡 13時～14時まで 

◇場 所】市保健センタ- 3階ホーノレ 

◇テーマ】『白内障について』 

◇講 師】三上克代先生（復明堂眼科医院） 

◇主 催】北五医師会・五所川原市民保健協議会 

献血のご案内 

期 日 時 間 場 所 

6月12日因 
9:30--i 1:30 青森県合同庁舎前 

12:30へ 15:30 日立北海セミコンダクタKK 

6 月ワ日旧） 
9 :30-.-' 11:30 JR五所川原駅前 

12: 30--i 5:30 東北電力KK五所川原営業所 

豆腐ステーキ 

材料名（ 2 人分） 
豆腐 	V2丁 
たれ｛

LJJA 	蒸U 1/2Li 
油 

×  しめじ 

作り方 

①豆腐をうすく 2 枚に切り、クッキンクペーパー 

で水気をとる。 

②フライパンに油を熱し、油がはねないように

そっと豆腐を入れて両面をこんがり焼く。小

房に分けたしめじを加え、しんなりしたらた

れを加え、焦げないように中火で煮含める。 

③皿に一人分ずつ盛りつけてできあがり。 

  

豆腐を壊さないように真剣です（昨年度保 セ タ―にて） 

 

  

【参加団体募集中】 

「お料理大好き 食べるのもっと好き！」 

そんな小学生の団体を対象に各地コミセン・

保健センターで調理実習をおこなっています。 

（上記メニューはその中の一品です。） 

テーマは『朝ごはん』。一日の活動源であ

る朝食を子供たちにつくってもらい、その大

切さをお話しします。 

土日の休日や夏休みを利用して、黄色いェ

プロンの食生活改善推進員と一緒にお料理に

挑戦してみませんか。 

詳しくは会長の三森まで。（正［・鰍 35 -4593) 
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」始麟当番医 
月 日 曜日 医療機関名 所在地 電話 

6月2 日 日
  

川崎胃腸科内科医院 
五所川原市字
敷島町56- 1 34一 3330 

6 月 9 日 日
  

桂整形外科医院 
五所川原市字
弥生町16- 1 

34- 3737 

※L対応時間（電話で確認） 9 時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介・皿34-4999）で紹介します。 

	ろ 

15 平成14年 6 月 lu 五所川原市役所 容35 -2111 
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0“まフり”の 
移ク変わク 

先人が残した 
大いなる遺産 

～立倭武多～ 

平成 8年、復元を望む有志の 

一 手で、立倭武多の勇壮な姿が80年ぶりに蘇りま 

した。以降、祭りは時間を経てだんだんとポlJュー 

ムアップし、天を突く圧 

倒的な迫力で観光客を楽 市 車 ＝ ユ ー ス 

しませています。 

先人達が残してくれた

大いなる遺産が全国を代

表する祭りとなりました。  
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五穀豊穣 人々の願いをのせ 
7台の虫が練り歩く い 

虫おくり 

「 隻 
く、’ 

事 

炎よりも熱く 夜空を焦がせ 

若者達がまちを駆け抜ける 

虫送り火まつり 

虫作りに魅せられて、これからも 	 加藤粕雄さん 
(77歳）市内漆川 

「虫おくりには第1回目（昭和39年）から漆川組で参加。 長さ 5 メート
ル、 直径50センチの虫をリヤカーにのせて一等賞をとりに 

臨んだが、耕転機や三輪車にのった大きな虫を見て圧倒

されました。とても恥ずかしかった。 次の年から頑張

り、24年後、世界一の大虫様を作りました。 その年

は村の有志を募り 1月から作り始め、 軽量化やバ

ランス調整に苦しみ、 出来上がったときは感無量

でした。 幾つになっても虫作りの季節がくると

血が騒ぎます。 いつまでもいつまでも虫を作

り続けたし司 

五所川原市役所 公35一2111 平成14年 6月1日  16 

夏の夜空に大輪の花 
第50回五所川原花火大会

水と光と昌の祭典 

8J13日には、五所川原立儀武事ー火と虫の果典 
ーが闘‘。 午畿2”からの虫おくりから虫送り
火まつり．そして午隆9●‘糾了の花火大会まで、 
まつり 色とをったこの IIは7カの虫の山車や
五量火虫橡の運行、若者達が松馴を担ぎdi内を
走る姿、夜をを事った5「発の花火に，醜客オ
らは大きな拍手、敏声か送られました。 
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先人が残した 

大いなる遺産 

～立倭武多～ 
平成 8年、復元を望む有志の

一 手で、立侵武多の勇壮な姿が80年ぶりに蘇りま

した。以降、祭りは時間を経てだんだんとボリュー 

ムアップし、天を突く圧 

倒的な迫力で観光客を楽 

しませています。 

先人達が残してくれた

大いなる遺産が全国を代

表する祭りとなりました。 
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炎よりも熱く 夜空を焦がせ 

若者達がまちを駆け抜ける 

虫送り火まつり 

虫作りに魅せられて、これからも 	 加藤粕雄さん 
（刀歳）市内漆川 

「虫おくりには第1回目（昭和39年）から漆川組で参加。 長さ 5 メート
ル、 直径50センチの虫をリヤカーにのせて一等賞をとりに

臨んだが、耕転機や三輪車にのった大きな虫を見て圧倒

されました。とても恥ずかしかった。 次の年から頑張

り、 24年後、世界一の大虫様を作りました。 その年

は村の有志を募り 1月から作り始め、 軽量化やバ

ランス調整に苦しみ、 出来上がったときは感無量

でした。 幾つになっても虫作りの季節がくると

血が騒ぎます。 いつまでもいつまでも虫を作

り続けたい」 

五所川原市役所 公35-2111  平成14年 6 月1日  16 

夏の夜空に大輪の花 
第50回五所川原花火大会

水と光と音の祭典 

Bn311には、 五所川鳳“佐武多 火と血の祭典 
ーが■‘。 午畿2時からの虫おくりから虫迭り

火まつり‘そして午隆叫糾了の花火大会まで、 
まつり 色となったこの11は7台の虫の山車や
五量大虫禄の運行,若片運が桧叫を担ぎ市内を
走る姿，夜申を彰ったうI発の花火に，観客か

らは大きな拍手，欧声か送られました。 
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